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序

この報告書は、 平成9年度に発掘調査を行った筑後西部第2地

区の各遺跡のうち、 常用・志• 尾島地区の調査の成果をまとめた

ものです。 筑後西部第2地区のほ場整備に伴って、 多くの遺跡が

発掘調査されました。 その結果、 この地域の歴史が少しずつひも

とかれていくことを期待しております。

なお、 現地での発掘作業の進行を優先させた結果、 平成9年度

に実施した発掘調査の報告書の刊行が今日になってしまったこと

をお詫びしなければなりません。 当時は、 筑後市内で4地区のほ

場整備事業が同時に施行されており、 工事前の記録保存のための

発掘作業に追われておりました。 しかし、 今後は累積している他

遺跡の調査報告書についても順次刊行していく所存です。

この報告書が各方面で些少なりとも活用されれば、 望外の喜び

です。 最後になりましたが、 本報告書の刊行にあたり、 ご助力ご

協力いただいたみなさまに、 厚く御礼申し上げます。

平成15年3月

筑後市教育委員会

教育長 牟田口和良



言

I. 本書 は平成9年度に調査を行った筑後西部第2地区遺跡群の成果をまとめたも のである。

2. 発掘調査および出土遺物の整理等は筑後市教育委員会がおこなった。 調査関係者は序章に記したと

おりである。 なお、 出土遺物・実測図・写真等は筑後市教育委員会において収蔵・保管している。

3. 本書に使用した図面のうち、遺構実測は奥村太郎、末吉隆弥（現 川崎町教育委員会）、小林勇作、

永見秀徳が、遺物実測は佐々木寿代、小林、 永見が作成した 。 遺構の全体配置図作成は、「志野添遺跡

第1次調査」「志上婦計遺跡第1次調査」「志八反田遺跡第1次調査」を写測エンジニアリング株式会社

に、「志上婦計遺跡第2次調査」を株式会社パスコに、 それぞれ委託した。 また、 製図は横井理絵、佐々

木、 仲文恵、永見がおこなった。

4. 本書に使用した遺構写真は末吉、小林、永見が、遺物写真は小林、永見が撮影した。

5. 本書での報告にあたり、遺構番号を次のように決定した。 調査時につけた仮番号を生かし、 頭に調

査次数、遺構種別を加えた。 つまり第1次調査のS-1が溝状迫構であった場合、lSDOlとなる。

6. 本書に用いた方位はすべてG.Nを、 水準はT.Pを基準としている。 なお、遺構の主軸 等の方位は実

測図上で分度器を用いて計測した。 北から45 ° 東 にあたる場合、N -45 ° - E と表記した。

7. 本書の執筆は第Vil章9を小林が、 その他は永見が担当した。 なお、 編集は永見がおこなった。
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第I章 はじめに

本書は平成9年度に発掘調査を行った、 西部第2地区遺跡群の調査成果を集録している。 今回の調査は、
平成9年度県営担い手育成基盤整備事業筑後西部第2地区に伴い、 工事によって消滅する部分について記
録保存の措置をとったものである。 今回調査対象地となった部分は支線排水路の予定地となっており、 水
路の掘削によって遺跡が消滅することになった。 各調査地点の位置関係はFig.Iのとおりである。

調査にいたる経過については、 既刊の「筑後西部第2地区遺跡群(I)」に詳しいので、 そちらを参照さ
れたい。 調査期間中は、 福岡県筑後川水系農地開発事務所をはじめ、 現地で工事を担当された（株）柿原組・
（株）尋木建設には、調査区の水没時の排水から水準測量に到るまで、 様々な援助をいただいた。 そのお陰を
もって調査が完了できた。 特に感謝申し上げたい。

なお、 整理作業は平成14年度に、 筑後市教育委員会文化財整理室で行った。
また、 調査組織は以下のとおりである。

（現地調査 平成9年度）

総括 筑後市教育委員会 教育長 森田
教育部長 津留

庶務 社会教育課長 山口
社会教育係長 田中
社会教育係 田中

上村

Fig.1 各調査地点位置図(1/10,000)
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立石 真二（文化財学芸員）
柴田 剛 （ 々 ） 

調査担当 社会教育係 小林 勇作（文化財専門職）
永見 秀徳（ 々 ） 

（整理作業 平成14年度）

総括 筑後市教育委員会 教育長 牟田口 和良
教育部長 下川 雅晴

庶務 社会教育課長 松永 盛四郎
文化係長 成清 平和
文化係 上村 英士（文化財専門職）

立石 真二（文化財学芸員）
柴田 剛 （ 々 ） 

調査担当 文化係 小林 勇作（文化財専門職）
永見 秀徳（ 々 ） 

なお、 発掘調査前の協議から、 現地調査、 報告書作成に到るまで、 次の方々から貴重な御助言、 御指導
をいただいた。 記して謝意を表したい。（順不同、 敬称略）

佐田茂（佐賀大学）、 水野正好（奈良大学）、 佐々木隆彦・小田和利• 小川泰樹（以上、 福岡県教育庁）、
大塚恵治（八女市教育委員会）、 山田元樹• 坂井義哉（以上、 大牟田市教育委員会）、 塚本映子（三瀦町教
育委員会）、 富永直樹・小澤太郎（以上、 久留米市教育委員会）、 山村信榮（太宰府市教育委員会）、 末吉
隆弥（川崎町教育委員会）、 木嶋箕治（佐賀市教育委員会）、 狭川真 一（元興寺文化財研究所）
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第II章 位置と環境

筑後市は福岡県の南西部、 筑後平野の中央部にあたる。 市域をJR鹿児島線と国道209号が縦断し、
国道442号が横断する。 また、 市南部には一 級河川の矢部川、 中央部には山ノ井川や花宗川、 北部には
倉目川が西流する。 市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が西に延び、 灌漑用の溜め池が点在する。
低位扇状地である東部や低地である南西部には農業水路が発達している。 当 市は県内有数の農業地帯で
あり、 北部の丘陵地域では果樹圏や茶畑、 東部や南西部では米麦中心の田園地帯が広がる。 市街地は国
道に沿って市の中央部に形成されている。

本書で報告する遺跡は、 縄文時代から中世まで多岐にわたっている。 ここでは、 各時代において当地
域がどのような位置を占めていたかを中心に概説したい。 まず縄文時代であるが、 本書では志野添遺跡
の陥し穴等が該当すると思われる。 筑後市内では、 縄文時代の遺跡は市の南部域に集中することが判っ
ている。 ただし、 例外的に陥し穴は全域に分布する。 特に鶴田岸添遺跡や久恵内次郎遺跡では、 多数の
陥し穴を検出している。 また、 志前田遺跡• 鶴田岸添遺跡 ・久恵中野遺跡等では、 早期のものと思われ
る石組炉も発見されている。 さらに、 志野添遺跡の北500mには縄文時代の集落として著名な裏山遺跡
がある。

弥生時代は、 本書では常用ニラバ遺跡等が該当する。 弥生時代の集落は中期初頭までは、 縄文時代と
同様に、 市域の南半部に偏って分布する。 中期も後半に入ると、 北部の丘陵上にも展開するが、 同時に
低平地へも展開して遺跡数は爆発的に増加する。 前期から中期初頭の遺跡では、 常用長田遺跡等が著名
で、 前期の溜井も津島九反坪遺跡で確認されている。 中期後半以降の集落は、 蔵数森ノ木遺跡が特に著
名である。 また、 低平地への展開例では津島皿ヶ町遺跡がある。 また、 鶴田岸添遺跡では火災で消失し
た竪穴住居も確認されている。

古墳時代は本書に該当する遺跡がないので割愛するが、 古代では志上婦計遺跡が該当 する。 筑後市域
は、 古代には交通の要衝として認知されていたようで、 古代官道の西海道が南北に縦断する。 発掘調査
でも、 鶴田中市ノ塚遺跡や山ノ井川口 遺跡等で確認された。 延喜式にある葛野駅は筑後市附近にあった
と考えられていて、 最有力候補地は羽犬塚中学校附近である。 羽犬塚中道遺跡では墨書土器等も多量に
出土している。 また、 若菜森坊では竪穴式住居によって構成される大規模な集落が確認されている。

中世には、 館跡を中心に調査事例が増加している。 この時期には社寺領を中心に荘園が発達し、 その
支配を基盤にした社会が形成される。 これは当地域の特徴のひとつといえよう。 本書では、 尾島下裏町
遺跡等が当 該期の遺跡と考えられる。

参考文献
「梅島遺跡」 筑後市教育委員会 1992 

筑後市文化財報告書第l集 「狐塚遺跡」 筑後市教育委員会 1970 
筑後市文化財報告書第3集 「瑞王寺古墳」筑後市教育委員会 1984 
筑後市文化財報告書第4集 「前津中ノ玉遺跡」 筑後市教育委員会 1987 
筑後市文化財報告書第5集 「田佛遺跡」 筑後市教育委員会 1988 
筑後市文化財報告書第6集 「蔵数遺跡群」 筑後市教育委員会 1990 
筑後市文化財報告書第7集 「高江遺跡」 筑後市教育委員会 1991 
筑後市文化財報告書第8集 「欠塚古墳」 筑後市教育委員会 1993 
筑後市文化祭報告書第10集 「四ヶ所古四ヶ所遺跡」 筑後市教育委員会 1994 
筑後市文化財報告書第17集 「羽犬塚射場ノ本」 筑後市教育委員会 1995 

「筑後市史」 筑後市史編纂委員会 1998 
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1. 瑞王寺古培 2. 石人山古墳 3. 蔵数坂口遺跡 4. 蔵数森ノ木遣跡 5. 欠塚古墳

6. 久富烏居遣跡 7. 羽犬塚中逍遺跡 8. 羽犬塚山ノ前逍跡 9. 山ノ井川口辿跡 10. 上北島塚ノ本追跡

11. 鶴田木屋ノ角逍跡 12. 鶴田西畑遺跡 13. 裏山遺跡 14. 鶴田岸添遺跡 15. 鶴田中市ノ塚逍跡

16. 筑後西部第2地区遺跡群 17. 常用長田逍跡 18. 梅島遺跡 19. 津島皿ヶ町遣跡 20. 津島九反坪遺跡

Fig.2 周辺遺跡分布図(1 /50, 000) 

-4-



常用ニラバ遺跡（第1 次調査）

II . 調査成果
1 . 常用ニラバ遺跡 （第1次調査）
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Fig.3 常用ニラバ遺跡第1次調査位置図(1/2,500) 
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常用ニラバ遺跡（第1次調査）
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Fig.4 常用ニラバ遺跡（第 1 次調査）
略図 (1 /300) 
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S-No. 辿構番号 辿構種別／特記事項

1 1 SK 01 
廃棄土坑
貯蔵穴転用か？

2 

3 

4 

5 1 SK 05 
廃棄土坑
貯蔵穴転用か？

6 

7 

8 1 SX 55a 連続土坑

， 

10 1 sx 10 

11 1 sx 20b 連続土坑

12 1 SX 20c 連続土坑

13 1 SK 13 小土坑

14 1 SK 14 小土坑

16 1 SD 16 
溝状遺構
地山掘り抜き暗渠あり

17 1 SK 17 小土坑

18 1 SD 18 溝状遺構

19 

20 1 sx 20 溝状遺構

21 

25 1 SX 25a 連続土坑

30 1 sx 30 連続土坑

35 1 sx 35 連続土坑

40 1 sx 40 連続土坑

45 1 sx 45 連続土坑

50 1 sx 50 連続土坑

55 1 sx 55 連続土坑

60 1 sx 50 連続土坑

65 1 sx 65 連続土坑

Tab.2 常用ニラバ遺跡
（第1次調査）遺構番号一 覧



1SK01 

□ H=7竺9叫

H=7.500m 

l 暗黒茶色粘質土（粘性弱い灰茶色粒子含む）

2 黒茶色粘質度(1より粘性強い黒色粒子含む）

3 暗黒色粘質土(1と同様）

4 II (1よりやや粘性弱）

5 11 (1より粘性強い ・ 灰茶色土混）

A: 暗黄茶色粘質土（地山）

ゴ
1SK05 

|l
 

三�

1SK13 

ロ＠
H=9�00m 

E
 o

mu
 11
H
 

E
 oos·
L
=

 

三

l 暗黙茶色粘質土（強粘性）

2 II (1よりさらに強粘性）

3 暗灰茶色粘竹土(2と同じ粘性）

A: 淡暗灰茶色粘質土（地山） ゜

H=�OOm 

Fig.5 土坑実測図(1/40)

10m 
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常用ニラバ遺跡（第1次調査）

(2)遺構
今回の調査では、廃棄土坑• 連続土坑 ．

溝状遺構などを確認した。以下、遺構種類
別に報告したい。

廃棄土坑
廃棄土坑は2基を確認した。いずれも弥

生時代のものと考えている。

1 SK01 (Fig.17、Pla.2·3)
西調査区の西端北側にある。遺構の約半

分が調査区外に展開していたが、調査区を
拡張して完掘した。長軸1.9m短軸0.7m残存
深さ 0.4mで あった 。また、主軸はN-
52° -Wである。

@ 
o I 

0 I 

II 

L 

゜
H=7.500m 

� 

Fig.6 1SD18実測図(1/40)



常用ニラバ遺跡（第1 次調査）

平面形態は細長い長方形で、 南東側の短辺には底面より0.15m程高いテラスを地山削り出しによって
形成している。 埋土の堆積は、 おおむねレンズ状堆積の傾向を示すが、 埋土のグループ化はできなかっ

1 SK05 (Fig.5、Pla.4)
西調査区の中央南側にある。 遺構の約半分が調査区外に展開していたが、 調査区を拡張して完掘した。

長軸1.9m短軸0.7m残存深さ0.4mであった。 また、 主軸はN-58゜ ー Wである。
平面形態は細長い長方形で、 南東側の短辺には底面より0.15m 程高いテラスを地山削り出しによって

形成している。

E 
1SX30 、レlSXlO I ＇ \ \ 

�I I� 
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／こ
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, __ (\ 
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[〗
ヽ り

� 

�/ 

゜ 2 m  

Fig.? 1SX10·1 SX30実測図(1/50) 
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溝状遺構
東調査区で2条確認した。

1SD16 (Fig.17·Pla5) 
東調査区の東よりに位置する。幅は約lmある。深さは約0.2mを

測り、断面は緩慢な逆台形を呈している。また、主軸はN-15 ゜
ー

Wである。底面は1SD18とは異なり、ほぼ平坦である。一定方向への
傾斜は認められない。

1SD18 (Fig.6·Pla5) 
東調査区の東端に位置する。幅は約lmある。深さは約0.2mを測

り、断面はU字状を呈しているが、調査区の中程で径0.2mの地山掘
り抜きの暗渠となっている。また、主軸はN-00 ° -Wである。底面
はISD16とは異なって2段に掘り下げてある。一定方向への傾斜は
認められない。

常用ニラバ遺跡（第1次調査）

連続土坑
連続土坑は調査区の東側に偏って14条を確認した。いずれも時期

は不明である。
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1SX10 (Fig.7、 Pla.6)
中央調査区の中央附近にあり、主軸の方位はN-63 ゜

ー Eである。
検出時には溝状遺構として認識していたが、底面から土坑が 連続した
状態で検出されたため、ここでは連続土坑として取り扱う。土坑上面
までの深さは概ね0.10mである。また、土坑の上面から底面までの

�\· 

2m 

1SX25実測図

(1 /50) 
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深さは概ね0.15mであるが、 O.lmから0. 2
mのものがある。

1SX15 (Fig.8、 Pla.6)
中央調査区の西端附近にあり、 主軸の方

位はN-67
°

- Eである。 土坑の深さは概
ね0.15mであるが、 O.lmから0.25mのもの
がある。

1 SX20 (Fig.8 、 Pla.6)
中央調査区の西端附近にあり、 主軸の方

位はN-60
゜

ー Eである。 土坑の深さは概
ね0.2mであるが、 0.15mから0.3mのもの
がある。

1 SX25 (Fig.9 、 Pla.6)
中央調査区の中央附近にあり、 主軸の方

位はN -45
°

- Eである。 土坑の深さは概
ね0. 2mであるが、 0.15mから0.2mのもの
がある。

1SX30 (Fig.7 、 Pla.6)
中央調査区の 東 よりにあり、 主軸の方位

はN -34
°

- Eである。 土坑の深さは概ね
O.lmであるが、 0.05mから0. 2mのものが
ある。

1 SX35 (Fig.10 、 Pla.10)
中央調査区の 東端附近にあり、 主軸の方

位はN-45
°

- Eである。 土坑の深さは概
ねO.lmであるが、 O.lmから0.15mのもの
がある。

1 SX40 (Fig.11 、 Pla.7)
東調査区の西端附近にあり、 主軸の方位

常用ニラバ遺跡（第1次調査）
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Fig.11 1 SX40·1 SX45実測図(1/50) 

はN -20
゜

ー Eである。 土坑の深さは概ねO.lmである。

1 SX45 (Fig.11 、 Pla.7)
東調査区の西端附近にあり、 主軸の方位はN -6 7

°

- Eである。 土坑の深さは概ねO.lmであるが、

0.05mから0.15mのものがある。

1 SX50 (Fig.12 、 Pla.7)
東調査区の西端から中央附近にあり、 主軸の方位はN-79

゜
ー Eである。 土坑の深さは概ねO.lmで

あるが、 0.05mから0.25mのものがある。

1SX55 (Fig.10 、 Pla.1O) 
中央調査区の 東端附近にあり、 主軸の方位はN-56

°

- Eである。 土坑の深さは概ね0.15mである。

1 SX60 (Fig.12 、 Pla.7)
東 調査区の西端から中央附近に1SX50と重なるようにしてあり、 主軸の方位はN- 75

°

- Eであ

る。 1SX50との切り合い関 係が不明確で、 前後関係は判然としない。 土坑の深さは概ねO.lmである

が、 0.15mから0.2mのものがある。

1 SX65 (Fig.10、 Pla.10)
中央調査区の 東端附近にあり、 主軸の方位はN-6 6

゜
ー Eである。 土坑の深さは概ね0.25mであるが、

0.2mから0.25mのものがある。

-11-



1 SX70 (Fig.17 ) 
西調査 区の中央附近にあり、 主軸の方

位はN-18
°

- Eである。 土坑 の深さは

概ね0.05mであるが、0.05mからO.lm

のものがある。

1 SX75 (Fig.17 ) 
西調査区 の中央附近にあり、 主軸の方

位はN -13
゜

ー Eである。 土坑 の深さは

概ねO.lmであるが、0.05mから0.2m のも

のがある。

(3 )遺物
総量でパ ン コ ン テ ナ ー 2 箱の遺物が 出

土したが、 廃棄土坑 出土遺物 以外は小片

が 多か った。 特に中央調査 区では遺物が

ほ と ん ど認められなか った。 以下、遺構

別に報告する。

1 S K O 1 出 土 遺 物 ( F i g .13 • 15 · 1 6 、
Pla.8 · 9) 

弥生 土器が 出土した。 い ずれも 、 4 層

からの 出土である。 11 · 1 2 は 甕である。

13は壷である。

1SK13 出土遺物 (Fig.14 、 Pla.8)
土 師器が 出土した。 2は高江である。 3

は小型丸底壷である。

1SK17 出 土遺物 (Fig.14 、 Pla.8)
弥生 土器 片 • 玉 随 片 • 須 恵器 • 土 師

器 ・ 瓦器が 出土した。 4 は須 恵器の 甕で

ある。 6は土 師器の土鍋である。 5は瓦器

の 椀である。

1SD16出土遺物 (Fig.1 5 、 Pla.8)
土 師器 片 と 黒 色土器が 出土した。 7 は

黒 色土器 Aの 椀である。 8は 黒色土器 B

の 椀である。

1SD18出 土遺物 (Fig.1 5 、 Pla.8)
弥生 土器 片 • 須恵器 片 • 片 岩 と 土 師器

が 出土した。 9は土 師器の 杯である。

1SX55 出 土遺物 (Fig.1 5 、 Pla.8)
弥生 土器 片 • 土 師器 片 • 須 恵器があ

る。 10は須恵器の 杯である。
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(4 )小結
今 回の調査 は、 常用 日 田 行遺跡の 東 に

隣接した位置であ ったため、 同様に 弥生

時代 の 集 落跡、 それも 廃棄土坑 を中心に
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し た 遺 構 を 予 想 し て い た 。
西 調 査 区 と 中 央調 査 区 の 間
に は 、 現況 の 用 悪 水路 が北
東 か ら 南 西 に 流 れ て い る 。
実 際 は 、 こ の 水 路 を 境 に 、
東 西 で 遺 構 の 出 土 状 況 が 異
な っ た 様相 を 呈 し て い た 。

西 側 は 当 初 の 予 想 通 り に
弥 生 時 代 の 廃 棄 土 坑 を 2 碁
確 認 し た 。 こ れ は 常 用 日 田
行 遺 跡 か ら 連 続 す る 弥 生 集
落 の 一 部 と 思 わ れ 、 そ ち ら
の 報告 と 合 わ せ て の 考 察 が
必 要 で あ ろ う 。 こ の 廃 棄 土
坑 も 常 用 長 田 遺 跡 で の 事例
か ら 推 察 す る と 、 貯 蔵 穴 か
ら の 転 用 の 可 能 性 を 考 え な
け れ ば な ら な い だ ろ う 。 し
か し 、 今 回 の 調 査 で は 常 用
長 田 遺 跡 と 比 べ て 残 り が悪
く 、 詳 細 な 情 報 は 得 ら れ な
か っ た 。

そ れ に 対 し 、 東側 は 連 続
土 坑 を 多 く 確 認 し た 。 こ の
連 続 土 坑 は 道 路 の 痕 跡 と み
な す 意 見 も あ る が 、 今 回 の
調査で は 判 然 と し な か っ た 。
し か し 、 連 続 土 坑 が ほ ぼ方
位 を 一 に し て 数 条 認 め ら れ
る 状 況 に は 非 常 に 興味深 い
も の が あ る 。 ま た 、 暗 渠状
と し た 水 路 遺 構 も 興味 深 い
が 、 こ う い っ た 設 備 を 設 置
し た 意 図 が 良 く 理解 で き な
い 。 類例 の 増 加 を 期待す る 。

口

常用 ニ ラ バ遺跡 （ 第 1 次調査）

゜ 5 cm 

Fig . 1 3  1 SK0 1 出 土遺物 実 測 図 (2/3)
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Fig . 1 4  そ の他 の 土坑 出 土遺物 実 測 図 ( 1 /3 )

＼こ ゜
、'=-=--:d:�ヽ 、10

5 10cm 

Fig . 1 5 溝 ・ 不明遺溝出 土遺物 実 測 図 ( 1 /3 ) 
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S No. 造桔番号 1M位' -- -� 
1 1 SK 01  
1 1 SK 01  I 

1 1 SK 01  I I  

1 1 SK 01  III 

l l SK 01  IV 

1 1 SK 0 1  V 

2 
3 
4 
5 1 SK 05 
6 
7 
8 1 SX 55a 

10 

11 1 sx 20b 
12 1 SX 20c 
13 1 SK 13 
14 1 SK 14  
16 1 SD 16 
17 1 SK 17 
18 1 SD 18 
19 
20 1 SD 20 
21  
25  l SX 25a 
30 1 sx 30 
35 1 sx 35 
40 1 sx 40 
45 1 sx 45 
50 1 sx 50 

50b 1 sx 50b 
及上 表上

,� 遺構番り 附位 枡�IJ mボ ロ行
:cml 

1 1 SK 01 砂府 祇ィi

2 I SK 13 1-Clli ,Q,lf、 18 4 

3 I SK 13 J:閥i 壷 7 . 8  

4 I SK  1 7  須恵． 甕

5 I SK 17 瓦沿 椀

6 1 SIく 17 J:師 l:鍋

7 l SD 16 m色 椀

8 1 SD 16 黙色 椀

9 l SD 18 I帥 M、 12 0 

10 I SX 55a 須恵 I{、

I I I SK 01 IV 弥'i. 甕 31 6 

12 1 SK 01 IV 弥'i'. 甕 24 . 0  

13 l SK 0 1  JV 弥4 w 

常用 ニ ラ バ遺跡 （ 第 1 次調査）

弥牛土器 上 師 器 須 恵 器 黒色土器 瓦 器 h 器 等 備 考
褻 • ヽ並 · 鉢
甕
甕 ＿←-
甕
甕 • 壷

追物な し
片 ・ ・・ ・一
片
片 片
苫 • 寝 黒耀伍剥片

片
遺物な し

片 片 杯
. - . 

皿
遺物な し

片
サ ヌ カ イ ト 石核

琳 ・ 商H、 · 甕 • 片
片
片 A椀

片 上鍋 • 片 甕 ． 杯c 椀 玉随剥片
片 .l{、 • 片 片 片岩

片若
遣物な し

皿 （糸切 り ） ・ 片
片

遺物な し
遣物な し
遺物な し
遺物な し

卜＿． I 
遺物な し

甕 ？
片 片 片

Tab.3 常用ニラバ遺跡出 土遺物一覧表
底行 区贔 残 t D紘部 体外惰I 体内向 内底憤I 外底憤l 色 汎 胎 t 焼成 n紬部 備 �- R �n 
(m) (cm1 形 状

1;· m1欠損 •T\悶320 g I 

杯部3/4 横ナデ 償ナデ ナデ 明 1勺橙色 密 良 わずかに 騨部 と (1)況J離面が明 I 刷t ？ 外奴 瞭,- 残 る

丸底 7 . 6  はぽ完形 横ナデ 届ljt. ナデ 砕 小けI 暗橙茶色 術 良 ややllll外
〈

に 2 

体部細I\ 格f 平行 外 ： 淡 白灰色
色 密 良好 3 叩 き 11(1 さ 内 ： 明 ,'ii火

「 l 籍細）i 横ナデ 横ナデ 序き 外内 ：
：
暗
淡灰茶

I
茶
火色

色 密 良 外）りヽj にひ く 2 

日は細片 横ナデ 横ナデ 不明 汲柑褐色 やや密 良 T<.ti状 [l I 紬

口緑細,; 横ナデ 横ナデ 序 き 外内 ： 淡柑茶色
色： 濃茶熟 密 良 わず内か泊に 黙色t器A I 

7 . 0  底部1/8 ナ デ 窮 き 苫 さ ナデ 外内 ：： 淡淡茶灰烈,·; 色
色 密 良 和令和 さ は0 . 43c,n 2 

8 . 0  3 . 2  [1 絵1/4 横ナデ 横ナデ 横ナデ ナデ 暗柑茶色 密 良 外方に I ひ ら く

6 . 0  底部 1/8 横＋デ ナデ ナデ 明青灰色 密 良 I ？ 

n絃1/2 横ナデ ·J-デ ナデ 明赤茶色 やや粗 良 I邸が平Jfl. 2 な二角凸帝

r I t汝1/2 横ナデ 刷t ナデ 外内： 明暗
橙
橙茶褐

色
色 やや粗 やや良 →角 凸帯 I 

6 4 妊
部

部 ～
1/

体
8 トデ ナデ ナテ’ ,f,� 月 赤茶色 やや粗 やや良 胴部＆人抒:Jll . Ocm 3 

Tab.4 常用ニラバ遺跡出 士遺物観察表
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常 用 相 割遺跡 （ 第 1 次調査）

2. 常用相 割遺跡 （第 1 次調査）

( 1 ) は じ め に
今 回 の 調 査 で は 、 水路 部 分 の う ち 遺 構 の 確 認 さ れ た 極 一 部 を 調 査 し た 。 調 査 区 全体 の お お よ そ の 大 き

さ は 、 東西 方 向 の 部分が幅 3 m 延長92 m で あ っ た 。 常 用 野 々 下遺跡 の す ぐ 西 隣 に あ た る 。 現 地 で の 調 査
は 平 成 9 年 1 0 月 l 日 か ら 1 0 月 2 1 日 ま で お こ な っ た 。 調 査 は 隣接す る 常 用 野 々 下遺跡 と 平 行 す る 形 で 進 め 、
着 手 と 完 了 は 同 時 で あ っ た 。 な お 、 調 査全体で も 出 土遺物 は 皆無 で あ っ た 。 し た が っ て 、 遺 構 の 時期 に
つ い て の 資料 は 無 い 。 調査 は 永 見 秀徳 が担 当 し た が、 奥村太郎 の協 力 を 得 た 。

(2)遺構
溝 2 条 ほ か を 確認 し た 。 以 下 、 遺構 ご と に 報告す る 。

1 SD20 1 ( Fig 1 9 、 P la . 1 1 )
調 査 区 の 中 央 附 近 を 南 北 に 縦 断 す る 。 幅 約 5 m 深 さ 0.25 m を 測 り 、 断面 は 2 段掘 り に よ っ て 、 東西 両

側 に テ ラ ス を 形成 し て い る 。 テ ラ ス ま で の 深 さ はO. l m を 測 る 。 出 土 遺物 は な い 。

1 SD202 ( Fig . 1 9 、 P ia 1 1 )  
調 査 区 の 東 よ り に 位 置 し 、 や や 蛇行 し な が ら 南 北 に 縦 断 す る 。 幅 1 .7 m 深 さ 0.4 m を 測 り 、 断 面 形状 は

崩 れ た 逆台形 を 呈す る 。 出 土遺物 は な い 。

(3)小結
今 回 の 調 査 で は 、 遺 物 が全 く 出 土 し な か っ た た め 、 遺 構 の 時期 は 全 く 不 明 で あ る 。 遺 構 の 性格 に つ い

て も 、 詳細 に 論 及 す る だ け の 資 料 に 恵 ま れ な か っ た 。 た だ 、 1 SD202 に 切 ら れ る か た ち で 、 さ ら に 蛇 行
し た 溝 が検 出 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら 、 1 SD202 は 自 然流路 を 整 備 し た 水路 の 可 能性 が高 い と 考 え て
い る 。
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Fig.18 常用相割遺跡 （第1次調査） 位置図(1/2,500) 
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常用 野々下遺跡（第1 次調査）

3 . 常用 野 々 下遺跡 （ 第 1 次調査）

Fig.20 

Y = -47 , 180 Y = -47 , 175 Y = -47 , 170 Y = -47 , 165 

x ��· Cし'-―�- . -� 口"..2":544

Fig.2 1 常用 野 々 下遺跡 （ 第 1 次調査） 全体図(1 /200)
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常用野 々 下遺跡（第1次調査）

(2)遺構
溝2条 ほかを確認した。現地での調査は、常用相 割遺跡と 同時 進行の形をとったため、当遺跡での遺

構の仮番号はS-101以 降を使用した。整理段 階で確定する遺構 番号も、仮番号を活かすことを基 本とし
ているため、101番以降となっている。以下、遺構別に報告する。

1S0101 (Fig .21 、 Pla.13)
調査区の東端近 く に位置する。幅0.9m深さ0.3mを測り、2段掘りをしている。東西両側に テ ラ ス が

形成され、底面よりも0. 1 5m高 く なっている。主軸の方位はN-05 ° -Wである。出土遺物はない。
1SD105 (Fig.21 、 Pla .13)

調査区の西端近 く に位置し、幅0.3m 深さ0 .05mを測る。断面はU字状で、主軸の方位はN-23 ゜
ー

Wである。出土遺物はない。

(3)小結
今回の調査では、遺物が 全 く 出土しなかったため、遺構の時期は全 く 不明である。遺構の性格に つい

ても、詳細に 論 及する だ けの資料に 恵まれなかった。そのため、現時 点で 本遺跡を評価することは 困 難
である。
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志野添遺跡（第1 次調査）

4. 志野添遺跡 （第 1 次調査）

Fig.22 常 用 野添遺跡 （ 第 1 次調査） 調査区位置図 (1 /2 ,500) 

( 1 ) は じ め に
今 回 の調査では、 水路部分のみの調査となったことから、 当 然の制約として非常に細長い調査区を設

定せ ざるを得なかった。 また現況の水路・道路の形状から、 おおよそ十 字型の調査区の設定となった。
さらに通路の確保の必要性から西調査区は独立して設定せ ざるを得ない状況であった 。

本報告では、 十字形の形状に従い、 東調査区・北調査区・南調査区・西調査区とする。 調査区全体の
おおよその大きさは、 東西方向の部分が幅 3 m延長130m、 南北方向が幅 3 m延長45mであった。 その
ため、 今 回 の調査では、 遺跡の全体像について論 及するには到らないことを、 は じ めにお断りしたい。
現地での調査は平成 9 年11 月 30 日 から12 月 25 日 までおこなった。 少 人数の作業員の投入しかできず、
進行が危惧されたが、 作業員各位の窟 闘により、 無事調査を完了した。 調査は永見 秀徳が担当 し、 奥村
太郎の協力を得た。

(2)遺構
落し穴 l 基 • 土坑 l 基 • 溝10条を確認した。 以下、 遺構 ごとに報告する。

落 し 穴
1 SK05 (Fig.24、Pla. 1 7 • 1 8) 

西調査区の中央附近に位置する。 長軸1.5m短軸0.6m残存深さ0.8mを測る。 主軸の方位はN-52゜ —

Wである。 底面形状は平坦で、 底面に径O. l m深さO. l mの小 ピ ッ ト が 6 個整然と並 ん でいる。 遺構の形
状から、 狩猟施設の落し穴と考えてよかよう。

土層 の堆積状況は、 断面がレンズ状を呈していて、 廃 絶後に 自 然埋没したものと理解される。 使用時
における掘り直 し等は確認できなかった。 出土遺物はなかった。
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Fig .23 常用 野添遺跡 （第 1 次調査） 略 図 ( 1 /500) 
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土坑
1 SK01 
(Fig.24、Pla. 1 9 · 20)

東調査区の中央附近に L 

位置する。 南半分が調査
区外となったため、 調査
区を拡張 し て完掘 し た。
平面形態は、 やや崩 れた
円 形を呈 し 、 径約 l m、
残 存 深 さ0 . 4 mを 測 る 。
中段に地山削り出 し のテ
ラスを有 し 、 底面には径
0. 2m深さ0. 15mの 窪 み
がある。

溝
1 SD01 
(Fig.27、Pla. 1 6)

西調査区の西端に位置
し 調査区を斜めに横断す
る。 幅 約0.5m深さO . l m
を測り、 断面は U 字状を
呈 す る 。 主 軸 の 方 位 は
N-44° - E である。 出
土遺物はない。

1 SD02 (Fig.27) 
西調査区の西寄りに位

置する ク リ ー ク 跡であ

ー

志野添遺跡（第 1 次調査）

1SK10 

ー］

L
 

1'-

� H =8 . 500m 

H =8 . 300m 

こ
＇

 `

 
H =8.500m H =8 . 300m 

w 

B
 

□且/
1 - 1  暗黙茶色粘賀土 （茶色 プ ロ ッ ク 含）
1 - 2 i炎灰胄色粘質上 （ 焦 色プ ロ ッ ク 含）

1 1 - 3 II (強粘性、 黙色上混）
1 1 - 4 II ( 11 - 3 と 同 じ か ？ ）
1 1 - 5 暗/!I茶色粘竹上 （灰茶色粘子含）
111 - 6 暗灰粁色粘質土 （ 多旦の砂混人）

A 暗貿茶色上

焦茶色粘質t (粘性やや弱 く 茶色粒子含）
淡黒茶色粘質jこ ( " ) 

3 凩茶色粘質:T. (粘性弱 く 、 暗茶色上混入）
( 3 よ り やや町色）

暗黒茶色粘質土 （帖性弱 い ）
（茶色土混入）

7 " ( 地 111 8 混入）
A 淡暗茶色tこ （ 地 山 ）
B '斉黄茶色J: ( " ) 

゜ I m  

Fig .24 1 SK05·1SK10実測図(1/40) 

る。 深さI .Omを測り、 断面は逆台形になると思われる。 出 土遺物はなかった。

1 S004 (Fig.27) 
西調査区の東端に位置 し 調査区を斜めに横断する。 幅約0.5m深さO. l mを測り、 断面は U 字状を呈す

る。 主軸の方位はN-44゜ ー E である。 出土遺物はない。

1 S006 (Fig.27) 
西調査区の東端に位置 し 調査区を斜めに横断する。 幅約0.7m深さO. l mを測り、 断面は U 字状を呈す

る。 主軸の方位はN-45° - E である。 出 土遺物は磁器・陶器緑泥片岩がある。

1 SD07 (Fig.27) 
西調査区の東端に位置 し 調査区を斜めに横断する。 幅約0.5m深さO. l mを測り、

断面は U 字状を呈する。 主軸の方位はN-59° - E である。 出 土遺物は陶器が
ある。

1 SD 1 5 (Fig.25) 
東調査区の西よりに位置する。 幅1.6m深さ0.25mを測 り、 南側はさらに0. l m

深 く なる。 主軸の方位はN-57° - E である。 出 土遺物はない。

H =8 . 200m 

こ
I Of, 灰茶色帖質 t: (粘性強）
2 " (茶色プ ロ ッ ク 含）
3 " (帖性強）
4 " (茶色粒[. .  黒色粒f多）
5 " (地 lli プ ロ ッ ク 混）
6 黒茶色帖質J·. (暗茶色粒子含）
A ' 地山 ’ 暗貨茶色帖 質 t

(3) 出土遺物
出 土遺物は、 今回の全体でパン コ ンテナ ー l 箱程であった。 以下、 出 土遺構別

Fig.25 1SD15 

土層 断面図(1/40)
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志野添遺跡（第1次調査）

乙 ミ、ミ
2 

／ 贔 � -贔
゜ 3 cm ゜ 5 cm 

茫ゴーj 4

Fig .26 常用 野添遺跡 （第 1 次調査） 出 土遺物 実 測 図 ( 1 /3 · 2/3 ) 

Nn 遺構番号 肘位 種別 器種 n(cm径) む月 r�� 残 存 ロ 縁部 体外而 体内面 内底面 外底面 色 謂 胎 土 焼 成 n 緑部 怖 � R-Nu 形 状

1 1 SD 06 染付 碗 11 8 4 .  7 5 . 3  1/4 施釉 施 釉 施釉 施 釉 露胎 紫釉
地薬

明
明 灰

灰
青白 色

色
密 良 好 外方ら に

ひ く 内外面 と も に 施文 1 

2 1 SD 15 I 土 師 脚部 1 1  6 底部1/6 横 ナ デ 横 ナ デ 明 茶橙 色 密 良 器種不明 I 

3 1 SD 15 II 土師 甕 体部細片 刷毛 削 り 外内 明
明

茶

橙茶

焦 色
色

やや密 良 1 

4 包含府 w磁 椀 5 4 底部の み 輪施花釉文 削 り 出 紫
釉

地薬 淡暗茶

焦
灰
緑 色

色
密 良 好 竜匝泉め 窯

に
系
施 釉

1 し 窃 台

5 包含肘 f,'磁 椀 ロ 緑細 片 施釉 施 釉 施 釉 索
釉

地薬 淡暗茶w灰緑色
色

密 良 好 わ内 ず
湾

か に 竜貫泉入窯
が

系
み ら れ る 2 

6 表 採 黙 曜 石 鏃 完 形 袂 り が 2 ケ 所 1 石 0 .  7 g 

Tab.5  常用 野添遺跡 （第 1 次調査） 出 土遺物観察表
s-番号 /lil 遣構番号 )l,l 弥生土器 土 師 器 須 恵 器 陶 器 磁 器 石 器 勺ヽf そ の他 備 名：

1 1 SD 01 遺物な し
2 1 SD 02 ク リ ー ク 跡 ・ 遺物 な し
3 1 SD 03 片 片
4 1 SD 04 椀 （瓦器か ？ ）
5 1 SK 05 遣物な し
6 I SD 06 皿 片 染付碗 • 片 舷泥Iヤ岩 • 石
7 1 SD 07 片
15 I 1 SD 15  I Jヤ 甕 （ 脚 台 ? ) . Jヤ
15  l l  1 SD 15 I I  甕

包 含 府 包含府 和杯片 揺鉢 • 片 甕片 • 片 鉢 染付片 • 龍泉系w磁碗 焦 曜石紺J Jヤ
表採 表 採 皿片 • 土鍋片 • 片 片 染付片 • 龍泉碗 片 黙曜石石鏃 • 黒 曜 石 剥 片 瓦片

Tab .6  出 土遺物 一 覧
に報告する。

溝出土遺物

1SD06 出土遺物 (Fig.26 、 Pla.20)
染付碗を報告する。1は染付の碗で 、 畳付から 内 底見込が 露胎である ほかは 、 全面に 透明釉がかかる。
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志野添遺跡（第1次調査 ）

体部外面と 内底見 込に 施文する。

1$015 出 土遺物 (Fig.26 、 Pla.20 )
土 師器の 脚部と 甕を報告する。 2は I 層から 出上し た 脚部である。 全体の器 形等はイ消明である。 3は II

思から 出土し た 甕の 体部で、 休部 内面に横方 向の 控削りが認められる。 外而には明瞭な刷毛 目を 認める

ことがで きる。

包含層 出土遺物 (Fig.26 、 Pla.20 )
青磁碗を報告する。 4は竜泉窯系の 青磁碗の 底部の みが 残存し、 体部は打ち 欠いていると 思 われる。

内底見 込には輪化文が 施されている。 畳付と 尚 台見 込は蕗胎である。 5は青磁碗の 口縁から体部である。

表面採集遺物 (Fig.26 、 Pla.20 )
石 鏃を報告する。 6 は黒 曜石の 石鏃である。 石材は腰岳産のも のではないか。 不明瞭ながら、 2 ケ 所

の袂りが認められ、 ア メ リ カ 型に似る。

(4 )小結
今回の調査 は、面 的な調究ではない た め、遺跡の構 造や拡がり等には論及で き ないが、 洛し 穴と 溝状

造構について若 十の 考察を加えて み たい。 落し 穴遺構 は館 出 岸添遺跡第2次調fr (註 l ) や 久恵 内次 郎

遺跡第2次調査（註 2 ) で 一定基数が確 認されているが、 今回の調査では 1基確 認し たにと どまっ た。

当 然 周 辺にも 分布していると 考えられるが、 今 回の調査成呆からは、 その 配列 や 狩の方法の 復元を 語る

ことはで き ない。

さて、 単独での確 認となっ た 落し 穴であるが、 先に 紹 介し た 2遺跡で調査し た 事例と は平面 プランが

異なっている。 鶴田 岸添遺跡等で確 認され た 落し 穴は、おお む ね 1m X0.8m の 隅 丸方形が 多い。 それに

対し、 今回確 認し たも の は、 長軸 1.5m 短軸0.6m と 非常に細 長い平面形状をが特徴的である。 ま た、深

さは残存深さ0.8m を測り、 底面には逆茂木の 痕跡と 思 われる小穴が 6 個確 認で きる。 形状から、用途は
狩猟用の 罠と 考えてよい。 1基の みの 検 出である た め、 獣道に 対して縦位に 剃置し たのか横位に配協 し

たのかは定かではない。 い ずれにせよ、 幅の ）公い 落し 穴とは、 狩 猟対象動物が異なっている可能性があ

る。 民俗例を 含め た論考が必要であ ろう。
ま た、この 洛し穴を 設四し た集 団の居住する集落についてであるが、当 迎跡の 北 約500mには、 縄文時

代から 弥生時代かけての集落遺跡である衷山遺跡が知られている。 ひとつの 可 能性が論 じられよう。

註l 筑後市文化財囮査報告書第12集 「筑後 束部地区 遺跡郡 11」筑後市教育委貝 会1995

註2 筑後市文化財調査報告 占第35集 「筑後 東部地区遺跡郡 V」筑後市教育委貝 会 2001
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志上婦計遺跡（第1 次調査）

5 .  志上婦計遺跡 （ 第 1 次調査）

( 1 ) は じ め に
この調査も、 水路予 定地内の 遺跡について記録保存の 措置を講ずるた めに実施したものである。 当 初

は東西方向の 支線水路の予定地内の みを調査の 対 象としていた。 しかし、 調査期間中に調査区の東端附
近から南に延びる水路の 工事が追加され、 協議の 結 果 、 調査範 囲を拡大して記録保存 の措置を講ずるこ
ととなった。 最終的な調査面積は265m'であった。

現地での 調査は平成9年9月 30 日 から12 月 25 日 までおこなっ た 。 調査期間 中に数度大雨に見 舞 わ れ た
が、 その度に調査区は大量の 雨水により水没し た 。 大型 の ポ ンプも動員して排水にあた り、 やっと思い
で調査完了にこ ぎ着 け た 感がある。 特に、 足場 の 悪い中、 懸命に排水作業を行っていた だいた 作業員各
位には頭の 下がる思いである。 その 奮 闘があってこその調査完了であったといえる。

調査は永見秀徳が担当 したが、 奥村太郎の協力 を得 た。

Fig.28 志上婦計遺跡 （ 第 1 次調査） 調査区位置図 (1 /2 ,500)

(2)遺構
溝3条を確認した。 以下、 遺構 ごとに報告する。

1 S001 (Fig.29 、Pla.22)
調査区の東端附近に位置する。 幅約3. l m深さ0.5mを測り、 断面は緩やかな U 字状を呈する。 主軸の

方位はN-26 ° - E である。 西岸の 斜面には、 多数の 小土坑や ピ ッ ト が集中して見られる部分がある。
それに対して東岸は、 ピ ッ ト 1 つと張り出しが 1 ケ 所確認できるが、 西側の ように集中して分布するよ
うな状況は見受 けられない。 出土遺物は須恵器 • 土師器等がある。

1 SD02 (Fig.32) 
調査区の東端に位置し、 調査区を南北に縦断する。 幅1.6m深さ0.25mを測り、 南側はさらにO. lm深

く なる。 出土遺物はない。
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志上婦計遺跡（第1 次調査）

＼ 

゜

‘ 

2 m  

® 
‘ 

◎ こ、

ui◎ 

H=8.500m 

I i炎暗昂茶色帖質上 （枯性弱 く 、 上がし ま っ てか た い。 黒色粒―f含む） 6 暗灰．閉色帖質土 （粘仕 5 と 同 じ。 灰色粒十含む）

2 /I ( !  よ り 土が し ま っ て い る 。 灰茶色粒 f含む） 1 略貨茶色帖質t (粘性強い。 懇色粒子含む）

3 " ( I 、 2 よ り tがやわ ら かい。 貨茶色粒子含む） 8 陪灰黙色帖質上 （貨茶色， 黙色、 灰茶色粒＋ を 含む）

4 硝烈茶色帖質上 （粘Itよ わい。 貨茶色粒-f· を 多 〈 含む） 9 II (貨茶色粒-f· を 含む）

5 灰茶色帖質上 (Iii性ややが） 、 1 - 2 .. 大の貨茶色及び灰色プロ ソ ク 含むI A :  i炎貨茶色帖質_I: (地山）

B i訊茶色帖質 t ( II )  

Fig . 29 1 SD0 1 実 測 図 ( 1 /40 )
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(3) 出 土遺物
弥 生 土 器 ・ 須 恵 器・ 土 師 器 · 陶

器 ・磁器 • 石材等が出土 し た。 以下、
主 要なものを遺構種類 別 に報告 し た
し ‘ ゜

溝状遺構
1 SD01 (Fig.30- 1 、Pla.23)

須 恵 器 • 土師器を報告する。 すべ
て I 層 からの 出 土である。 1 - 3 は 須
恵器である。 1 は 蓋である。 宝珠つま
み を有する杯蓋で、 端 部 は 明 瞭な面
をなす。 体部上面 は 回 転 箆削りの痕
跡が明 瞭である。 荒尾の小 袋 山のも
のか ? 2は 高 杯の脚部である。 残存部
は すべ て横 ナ デ調整によっている。
大き く 歪 ん でいるため、 底径の数値
は 確定できない。 3 は 壷である。 肩 の
上部に 3 条 の沈線を施しているよう
である。 体部下半に は 掻き目が施さ
れている。

4 - 1 0 は 土師器である。 4 は 甕の ロ
縁で、 内面に は 箆削り痕が明 瞭であ
る。 5 は 高 杯の杯部である。 体部に段
を有 し 、 そこで体部の傾きが変わる
類 型 である。 段の部分での粘土接 合
面が明 瞭で、 その部位での剥 離も認
められる。 6 - 8 は 杯で、 3 点とも丸
底のものであ ろ う。 6 は 全体の3/4が
残存 し 、 全体が知れる唯 一 の資料で
ある。 体部外面 は 手持 ち 箆削りが ほ
どこされ、 口 縁部附近 は 横 ナ デ調整
である。 9 · 10 は 椀である。 9 は ボ ウ
ル 型の器形のもので、 内面に は 磨 き
の痕跡が残る。 1 0 は 直 線的な体部を
も ち 、 杯かも知れない。

表 土 出 土 遺 物 (Fig30-2 、 Pla. 23 )
1 1 は 土 師 器の土錘 である。 完形で、
重量は0.8 g である。

(4)小結
今 回 の調査で は 、 際 立った遺構や

遺物の出土 は それ ほ ど多 く ない。 そ
の中で、 ここで は 1SD0 1 と その出土
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志上婦計遺跡 （第1次調査）
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1 SD01 出土遺物 実測図 ( 1 /3)
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10cm 

Fig .30- 1 
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゜
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。

Y = -46, 540 

�Q 遺構番号 柑位 托りIf 沿H
f lit  底径 岱灯

残 廿 n縁部 体外伯 体Iり1/11 内釦旬 外紅1A1 色 泣 胎 I. 焼成； n 絃部 繭 � R ヽQ(cal (e11I {cm) 形 状

l I SD 0 1  1 ,n恵 必 17  0 3 5 2/3 横-/ デ 回転 横ナデ I 外 淡茶灰 色
色 枯良 良好 鳩I瞭 な 1fii つ ま み径1 . 0cm I 筏削 り 内 ． 淡 r1 ,><. を つ く る 小袋11ほか ？

2 1 SD 01 I ifl恵 /.:ii{, 10 0 脚邪のみ 横-/ デ 横-/ デ 横 ナ テ· 横/-デ 外． 叫茶灰色
色 M良 n好 人 き く fむ 2 内 ． 明 ．り.\灰

3 1 SD 01 l 須恵 >iii �I部1/8 横ナデ 横＋デ I 外 淡.?.\灰 色
色 密 良好 /あ,lの

り
卜部に 沈線 3 条 3 掃 さ J I 内 ： 汲 ，＼ 灰

4 1 SD Ol I t師 !!I! r1 絃細片 横ナデ ナテ’ 控削 り 明 l'I橙色 ii\' 良 外反 4 

5 I SD 01 ［ ば1i ,:),If 20.0 杯部J/6 横ナデ ナ テ’ ＋ デ 外
内

： ；炎 i'I 摺
色
色 密 良 外反 杯部は体部の中f'/で 10 .i炎 (� 茶 段がつ く

6 I SD 01 [ -L輝 I{, 16 . 4  丸底 3 .  4 3/4 横ナデ 餞削 り 横ナデ 横ナデ 箆りIJ り 淡��i'I 色 密 良 わ 内ず
か汽r 沈

n 紐線
部文あ『,:下

り
の内 面に 5 

7 I SD 01 l H1i l{, !I U細片 横ナデ 横ナデ 横ナデ 淡乳茶色 \I',' 良 わず内
か滸に ， 

8 1 SD 01 I I:師 J{- n 絃細）ヤ 横ナデ 箆削 り 罰ナデ Iりm柑色 密 良 わずかに 8 外反

9 1 SD 01 I ヒ師 憐 1 2  . 0  n ftl/6 横ナデ 小IIJJ ナデ 明茶l'l 色 密 良 外月に n は部1([ 卜の内曲は 6 ひ ら く 序 き か ？

IO 1 SD 0 1  ［ 土t,Ji 椀 16 4 ロ 9ふ1/7 悩ナデ 小IIJJ 小りl 外. P閥乳茶
色
色 密 良 外方に 7 内’ 陪J火茶 ひ ら く

I I  必 ,-_ 寸；帥 ,-. 鉾 0 .  7 1 8 完形 淡乳ふ色 '.!'.' 良好 0 . 8 g  1 

Fig.30-2 
表土 出土

遺物実測図
( 1 /3) 

0 -
I 

1 1  

O 3 cm 
I , . i 

Tab.7 志上婦計遺跡（第 1 次調査） 出 士遺物観察表
遺物につ いて若干触れてお き た い。

1SD01は今回調査したなかで、 唯 一古代まで 遡るこ と がで きる遣構 と な

った 。 筑後市内には、 古代官道の西 海道が 縦断して いるが、 その主軸 はお

およ そN-05
゜

ー Eである。 しかし1SDO Iの 主軸 は、 大 き く 異なっており、

性格が わからな い。

出七遺物のう ち、須恵器の 杯蓋は 口 縁端部に明瞭な面を 持 ち、 当地方で
の 一般的な器 形 と は異なって いる。 搬 入 品の 叶能性も 考える必要があ ろう 。
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志上婦計遺跡第 l 次調査全体図 C l /200) Fig . 3 1  
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志上婦計遺跡（第2 次調査）

6 .  志上婦計遺跡 （ 第2次調査）

( 1 ) は じ め に
志上婦計遺跡（第1 次調査） の東側に連続する調査区である。 道路を挟 んで調査区が独立し、 かつ 2

つの調査の間 に他の遺跡の調査を実施する必要があったため、 東側の調査は第 2 次調査として別に実施
した。 現地での調査は平成1 0年2月 6 日 から平成 1 0年2月 28 日 までおこなった。 調査は永見 秀徳が担当 し
たが、 末吉隆弥（現 ： 川 崎町教育委員会） の協力 を得た。

、遺構
溝• 土坑• 小穴を確認した。 以下、 遺構 ごとに報告する。

溝状遺構
1 SD01 (Fig. 34、Pla.25)

調査区の西端に位置する。 幅約0.6m深さ0.3mを測 り、 断面は U 字状を呈する。 主軸の方位はN-
53 ゜ ー E である。 出土遺物は、 土師器（土鍋• 片） • 黒 曜石（剥 片 ） がある。

1 SD04 (Fig.34、Pla.26)
東西調査区の中央附近に位置する。 幅約0.3m深さO. l mを測り、 断面は逆 台形を呈する。 主軸の方位

はN-04° -Wである。 出土遺物は、 黒 曜石（剥 片 ） がある。

1 SD 1 5 (Fig.34) 
東西調査区の西寄りに位置する。 幅約0.3m深さO. l mを測 り、 断面は逆台形を呈する。 途中で大き く

屈 曲する。 出土遺物は、 黒 曜石（剥 片 ） がある。

Fig .32 志上婦計遺跡 （第 1 次調査） 調査区位置図 ( 1 /2 ,500)
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H = 9 . 000m 

H=9 . 000m 

2 m  

゜

l 暗 茶黒色土 （ レ ン ガ色 粒 子 多 ）
2 暗 黄 茶 粘 質 土 （ レ ン ガ 色 粒 子 多 ）

3 茶褐色粘質土 （ 地 山 ）

／
／ 

Fig.34 溝状遺構実測 図 (1 /40)
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志上婦計遺跡 （第2次調査）

E 

ゴ 2SK07 局芹 I 2SK05 E 

工

゜
� 町 L I I  

工

L (( ／ 」 I 1 1  

L 1 
® I I 」

, µ  

＼ 
H=9 OOOm 一

H=8.800m 

H=8 . 800m 

゜ 2 m  

淡.�I灰色粘t ( 1げf色、 貨褐 色 プ ロ ッ ク 多 量 に 混入）

淡貨茶色粘Jこ ('ff灰色、 県 色 の プ ロ ッ ク 混入）

A :  淡1t灰色枯上 （ 地 1 U )

Fig.35 土坑 実 測 図 (1 /40)

2SK07 ( Fig .35)  
南北調査区の中央附近にあり、 長軸 2.0m 短軸 1 .6m 深さ0.2m を測る 。 主軸の方位は N - 50 ° - E であ

る。 出 土遺物は土 師器 （杯） がある。

小穴
2SP08 ( Fig .34)  

調査区の南にあり、 径0.4m深さ0.2mである。 出 土遺物は須恵器 （鉢） がある。

(3) 出 土 遺 物
1 SD01 出 土遺物 ( Fig .36、 Pla27 )

1 は土 師 器の土鍋である。

1 SP07出 土遺物 ( Fig .36、 P la27 )
2は須恵器の鉢である。 片 口 鉢で

あ ろ う 。

，ロ
゜ 5

 um 一口／口
Fig.36 志上婦計遺跡第 2 次調査 出 土遺物 実 測 図 (1 /3)

(4)小 結
L 字型の細長い調査区の設定であったため、 遺跡の拡がり等は う ま く 掴 め なかった。 しかし、 周 辺の

調査結果を総合すると、 時期により変遷はあるものの、 東西方 向の流路を整備しながら生活の基盤を築
いた、 先 人の暮らしぶりを垣間見ることができる。 しかしながら、 第 1 次調査で確認した流路との整合
性も充分でな く 、 さらなる検討が必 要であろ う 。 まさに、 資料の集積が求 められるとこ ろ である。

Nn l 遺構番号 層位 I 種別 I 器種 I 応cm門 [ 2- [ t, I 残 1/'. I iJ 縁部 I 体外面 I 体内面 I 内底面 I 外底面 色 調 胎 土 I 焼成 ロ 緑部
形 状

備
考 I R-Nn

1 I 2 SD 01 土師 日：?鍋 ロ 緑細 ）ヤ I 不明 淡茶 白 色 I やや密 I 良 I 内 湾 I 土鍋or盤 ？

2 I 2 SP 08 須 恵 I 鉢 ロ 緑細 片 I 横 ナ 引 横 ナ 引 横 ナ デ 明行灰色 密 I 良 好 I t('忍与 I 口 付 き

Tab .8 志上婦計遺跡第 2 次 調 査 出 土遺物観察表
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志薮ノ内遺跡 （ 第1次調査）7 . 

志薮ノ内遺跡（第 1 次調査）

( 1 ) は じ め に
志上婦計遺跡 の調査中

に、 ほ 場整備地区の北端
に水路を増設する計画 変
更 の 申 し 入 れがあ っ た。
緊急に試掘調査を実施し
たとこ ろ 、 遺構が確認さ
れたため、 当 該部分の み
記録保存 の 措置をとるこ
ととした。 緊急性も高か
っ たために、 工事主体側
と協議をした結果 、 遺構
の分布している範 囲 の み
を限定的に本調査の 対 象
とすることとした。 その
ために非常に狭小な調査
区 の 設定となり、 遺跡の
概要等が全 く 掴 めない調
査とな っ てしま っ た。

現 地 で の 調 査 は 平 成
1 0 年 2 月 6 日 ( 1 日 間 ）
におこな っ た。 調査は永
見 秀徳が担当 したが、 基
準点測量等で上村英士の
協力を得た。

(2)遺構
溝 2 条を確認した。 以

下 、 遺 構 ご とに 報 告 す

る。
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Y= -45 . 580 Y=-45 . 575 

志薮 ノ 内遺跡 （ 第 1 次調査） 全体図 ( 1 /1 00)

1 SD01 (Fig.38) 
調査区の西端附近に位置し、 調査区を南北に縦断する。 幅約0.4m深さO. l mを測り、 断面は U 字状を

呈する。 主軸の方位はN-40゜ ー E である。 出土遺物はない。
1 SD02 (Fig.38) 

調査区の西端に位置し、 調査区を南北に縦断する。 幅1.6m深さ0.25mを測り、 断面は U 字状を呈する。
主軸の方位はN-01° -Wである。 出土遺物はない。

(3)小結
先に述べたとおり、 非常に小さな調査区である。 L SDO I は志野添遺跡第 1 次調査の 西調査区のいずれ

かの溝の延長部分にあたると思われるが、 判然としない。 2SD02は、 ほ ぼ座標北にの っ ていて典味深い
が、 両者とも出土遺物がな く 、 時期が全 く 不明である。
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志八反田遺跡（第1 次調査）

8 .  志八反田遺跡 （第 1 次調査）

( 1 ) は じ め に
志上婦計遺跡の調査中に、 ほ 場整備地区の北端に水路を増設する計画 変 更の 申 し入れがあった。 緊急

に試掘調査を実施したところ 、 遺構が確認されたため、 当 該部分のみ 記録保存の措置をとることとした。
現地での調査は平成10年2月 6 日 ( 1 日 間） におこなった。 調査は永見秀徳が担当 したが、 基準点測量等
で 上村英士の協力 を得た。
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Fig .40 遺構全体配置図 ( 1 /400) 

1 SK06 (Fig .40) 
調査区の東端の土坑 群のう ち 西寄りに位置

する。半 分程が調査区外となるため 平面 規模
は不明であるが、深さ0.2m を 測る。出土遺物
は認められなかった。

1 SK07 (Fig .40) 
調査区の東端の土坑 群のう ち 西寄り に位置

する。一部が調査区外となるため 平面 規模 は
不明であるが、深さ0.4mを測る。出土遺物 は
認められなかった。
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Fig .4 1  1 SD01 出 土遺物 実 測 図 ( 1 /3) 

1 SK08 (Fig .40) 
調査区の東端の土坑 群のう ち 東寄りに位置する。平面形状は径0.3mの円形 を 呈し、深さO. lm を 測る。

出土遺物 は認められなかった。

1 SK08 (Fig .40) 
調査区の東端の土坑 群のう ち 中央附近に位置する。半分程が調査 区外となるため平面規模は不明であ

るが、深さ0.2m を 測る。出土遺物 は認められなか っ た。

(3) 出 土遺 物
遺物 を 出土した遺構 は1SD01のみである。

1SD01出土遺物 (Fig .41)
1は弥生土器の甕である。頚部に沈線にて波状文 を 施している。土師器とすべきかもし れない。

(4 ) 小 結
調査区の東端で土坑 群 を確認したものの、出土遺物が 皆無で時期の比定ができない。集 落 内の土坑と

いうよりも 耕作地周 辺での土坑と考えた方が 良いかも 知れない。周 辺への展開が 気になるとこ ろであり、
時期の比定も 課題である。

西端の溝状遺構は、周 辺の調査事例との擦り 合 わ せが 肝心かと 思 われるが、賀料不足の感が 強い。し
かし、大規模流路が 東西方向に 走るのに 対して、南北方向の溝状遺構は その性格 を考える上でも 興味深
い。用途と時期が 判明すれ ば、当 地域の土地利用の在り方等 を 復元する材料となり得る だ ろう。

71 :::: 1· 位 1:J:1:『'.I r.'! I巳1 1 ;,; 1:::1::1:: 1 内底面 I 外底面 I : 茶褐： 1::.1.:l�;」 備

Tab.9 志 八 反 田 遺跡 出 土遺物観察表

考 I R-Nn

- 38-

10cm 



志西田 遺跡（第1 次調査）

9志西田遺跡 （第 1 次調査） の調査

／
／ 

1 SD 1 5 (Fig.45) 
：：：：） I 

調査区の東端部で検出した南北溝で約 ,' \.. 
/ ' 尽

: ：ご�::力し、 二冒����� ; lJ ' 
測り、 溝の東岸から東方へは地形が落 ち I I I 

込 んでいるのを確認した。 断面形はほ ぼ � I 

逆台形状を呈し、 堆積土は暗黒色土を基
調とする。 遺物は石器（掻器） が出土し
ている。

1
/

 
.
,

 

�
＇

 

/TJL .. ___ . . 
Fig.42 志 西 田 遺跡調査地点位置図 (1 /2 ,500)

1 SD20 (Fig.45) 
調査区の南部で1SX05を切るように検出した南北溝である。 上幅約2.95m 、 下幅約0.75m 、 遺構検出

面からの深さは約0.80 mを測り、 溝の断面形は ほ ぼU字状を呈する。 溝 内 の中心部には別 の溝状の掘り
込 み（堆積土は暗灰色土） が確認され、 ほ 場整備直 前まで使用されていた現代の溝が共有していた可能
性が考えられる。 溝底の西岸では径10cm程 度を 測 る1 4本の杭が溝軸にほ ぼ沿うように垂直 に穿たれてい
たが、 埋土の状況からは近世の所産と考えられる。 出土遺物は縄文土器（片 ） 、 須恵器（蓋• 甕 ） 、 土師
器（火鉢• 土錘） 、 青磁（椀） 、 染付（椀） 、 陶器（片 ） 、 石器（黒曜石 片 ） 、 金属 製 品（鉄釘• 一銭） が認
められており、 中世以降から現代まで使用され続 けてきた溝と考えられる。

落 と し 穴状遺構
1 SX05 (Fig.45、Pla.32)

調査区の南部で確認した。 平面プランが楕 円 形ないしは長方形状を呈する遺構で、 遺構の西部上位は
1SD20 に 切られている。 長軸1.42m以 上、 短軸0.99m以 上、 遺構検出面からの深さ0.70m を測り、 遺構底
部の中央部 に は径0.3 1 m程 度 の ピ ッ ト 1 穴を確認している。 ピ ッ ト の深さは遺構底面から0.3 8mを測る。
堆積土は暗黒色土を基調とし、 出土遺物は認められていない。 遺構の構造から落とし穴と考えられる。

1 SX1 0 (Fig.45、Pla.32)
調査区の南部で確認した。 平面プランが楕 円 形を呈する遺構で、 長軸1.30m 、 短軸1.26m 、 遺構検出

面からの深さ0.82m を測る。 遺構底部の中央部 に は径4 � 9cmの ピ ッ ト 6穴を確認しており、 ピ ッ ト の深
さは遺構底面か ら 0.20m 程度を測る。 堆積土は暗黒色土を基調とし、 出土遺物は認められていない 。 遺
構の構造から落とし穴である可能性が高い。
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Fig .43 志西 田 遺跡 出 土土器実測 図 ( 1 /3)

(3 ) 出土遺物
溝
1 S01 5 ( Fig .44 、 P la .34)
石器
掻器 ( 1 6 ) 石材は黒 曜石製で縦長剥 片を素材としている。 裏面の左側上位縁には細かい リ タ ッ チを加
えて刃部を作り出 している。

1 SD20 ( Fig .43 、 P la .33)
縄文土器
鉢 (I) 体部の細 片で、 外面に は 楕 円 押 型文が施されている。 色調は 内 面が暗茶色、 外面が淡赤茶色
で、 胎土は雲母、 石英、 角 閃 石を多 く 含 む。 器厚は 1 cm前後を測る。

土師器
管状土錘 ( 2 · 3 ) 共に ほ ぼ完形 品 で、 2は長 さ3 . 1 0cm、 幅 1 . 20cm、 孔径0. 30cm、 3は長 さ3 .4 0cm、 幅
1 .20cm、 孔径0.30cmを測る。

青磁
椀 (4 � 6) 4は 口 縁部の細 片で、 素地は芯が淡赤茶色、 表面が淡灰色で微砂粒を多 く 含 む。 釉調は暗
緑色の透 明釉を内外面に施 し、 貫 入を認 め る。 5は 口 径 1 1 .20cmを復原する 。 微砂粒を少量含 む 乳 白 色の
素地に青緑色の釉を内 外面に施す。 6 は 底部の細 片で、 高 台部は欠損 している。 微砂粒を少量含 む 淡 茶
色の素地に青緑色の釉を内 面 及 び高 台 外面に施釉する。 高 台 内は露胎で、 見込みには 「金玉満堂」 の刻
印が施されているが、 刻 印が浅いため 図示はしていない。
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Fig.44 志 西 田 遺跡 出 土石器実 測 図 (1 /2)

染付
皿 (7 · 8 ) 7は乳灰 白 色の素地に乳 白 色の釉を畳付 け以外に施す。 畳付 けは露胎で砂が付着している。
見 込 み は蛇ノ目状に釉を掻き取り、 体部内面には呉 須で文様を描 く 。 8は高台 径4.60cmを復原 し、 黒色
粒子を僅かに含 んだ乳灰色の素地に乳灰 白 色の釉を畳付 け以外に施釉する。 畳付 けは露胎で、 砂が付 着
しており、 見込みは蛇ノ目状に釉を掻き取っている。
椀 (9 · 10) 9は高台径4.00cmを復原し、 乳灰 白 色 の素地に乳 白 色の透 明 釉を畳付 け以外に施釉する。
畳付 けは露胎で砂が付着している。 体部外面には呉須で文様が描かれている。 10は高台径5.00cmを復原
し、 黒色粒子を少量含む淡灰色の素地に乳 白 色の釉を全面に施釉する。 見込みにはや や く すんだ呉須で
文様を描き、 高台 内には 「口明」 の銘を呉須で書 く 。

ピ ッ ト

1 SP04 (Fig.43、Pla.33)
縄文土器
鉢 (11) 体部の破片で、 外面には楕 円 押 型文が施されている。 色調は淡黒茶色で、 胎土は雲母、 石英 、
角 閃 石を多 く 含む。 器厚は1.3cm前後を測る。

1 SP07 (Fig.40. Pla.33) 
縄文土器
鉢 (12) 体部の細片で、 外面には楕 円 押 型文が施されている。 色調は淡赤茶色で、 胎土は石 英 、 角 閃
石を多 く 含む。 器厚は0.7cm前後を測る。

包含層 (Fig.43 · 44、Pla.33 • 34) 
縄文土器
鉢 (13 � 15) 13は体部の細片で、 外面には楕 円 押 型文が施されている。 色調は淡黄茶色で、 胎土は雲
母 、 石英 、 角 閃 石を多 く 含む。 器厚は0.9cm前後を測る。 14は体部の細片 で、 外面及 び内面上位には粗
大楕 円 押 型文が施されている。 色調は淡黄茶色で、 胎土は雲母 、 石英 、 角 閃 石を多 く 含む。 器厚は0.9cm
前後を測る。 15は口 縁部の細片で、 内 外面には山形押 型文が施されている。 色調は淡黄茶色で、 胎土は
雲 母 、 石 英 、 角 閃 石を多 く 含む。 器厚は0.7cm前後を測る。
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志西田遺跡（第1 次調査）

石器
石 鏃 (1s � 20) 1sは二等辺三角 を呈した黒 曜石製の石鏃である。 両脚部を欠損しているが挟りの深い
石鏃であ っ たと考えられ、 両面は打面部を完全に除去している。 19は正三角 を呈した黒 曜石製の石鏃で
ある。 片 脚 端部を欠損し、 裏面に ネ ガテ ィ ブ面を僅かに残している。 20は正三角 を呈した黒 曜石製の石
鏃で、 片 脚 端部は欠損する。 裏面左側は リ タ ッ チ が加えられておらず、 両面には剥 離による ネ ガテ イ ヴ
面を大き く 残している。
削器 (21) 横長の剥 片を素材としたサ ヌ カ イ ト 製の削器で、 刃部加工は裏面に部分的な リ タ ッ チ を加
えて作り出している。

表土 (Fig.44、 Pla.34)
石器
石帯 (17) 石材は頁岩製と思われる。 縦長2.75 cm 、 厚さ0.80 cmを 測 り、 横長は4.30cmを復 原 する。 丸
輌の石帯で、 表面及 び側面は平滑に研磨されているが、 裏面は未研磨である。 裏面には2箇所のかがり
穴が穿たれており、 3箇所のかがり穴が施されていたものと思われる。

(4) 小結
今 回は水路工事設置箇所の調査であ っ たため ト レンチ状の細長い調査区域とな っ たが、 縄文時代の落

とし穴状遺構や近世の溝などの遺構と縄文土器、 土師器、 須恵器、 磁器、 石器、 金属 製品などの遺物が
認められたことは成果 であ っ た。 今 回 の成果 に加えて、 周 辺では縄文時代早期の遺物が多 く 確認されて
おり、 当 該地区一帯は縄文時代早期を主体とする遺跡が点在していたことが窺えた。

さて、 今 回 の調査を振り返 っ てみたい。 調査区の西側 で検出した1SX05 · l SX l Oは縄文時代の遺構と思
われる。 どれも時期を示唆する遺物は認められていないが、 遺構の構造からは落とし穴状遺構の可能性
が高 く 、 その形態分類（註1) は1SX05 = B 類2型、 l SX l O = C類2型の タ イ プに相 当 すると考えられる。
当 遺跡周 辺での落とし穴状遺構は今 回 が始めての検出となるが、 市内の中央部や南東部では数例が確認
されている（市内の落とし穴状遺構検出状況については 「筑後西部地区遺跡群 II ( 註2) 」 において記載
しているので参照されたい）。 遺構の時期については1SP04 · 1SP07 ( 非常に浅 く 、 遺構としては捉えに
く い窪 み状痕跡） から早期の押型文土器が、 また周辺の包含層 からは早期の遺物が大量に出土している

ことから当 該期の所産と想定したいところ であるが、 検出時での包含層 との切り合いが不明であること、
遺構からの出土遺物が皆無であることから断定には至 っ ていない。 この他、 調査区の南西部で検出した
南北溝の1SD20があるが、 当 調査区から南方へ約30m 地 点 の 「志西野 々 遺跡（註3 ) 」 では当 溝と同等規
模の南北溝 (SD01) が検出 されており、 その規模と調査成果 からは当 溝と同一のものでないかと想定で
きる。 性格としては土地を区割りしていた区画溝のような小水路で、 堆積状況からは長い間流水がとも
な っ ていたものと考えられる。 時期は概ね中世まで遡り、 ほ 場整備前まで使用されていた現代溝と一部
で重複していたことから ご く 最近までの存続が考えられる。 当地においては中世から現代に至るまでの
地割りが殆 ど変化していない状況であ っ たのだろ う。

おわりに、 表土採集遺物から石帯 (17) 1点が認められたことについてふれる。 これまで市内遺跡で
出 土した例は 「 若菜森坊遺跡（註4) 」 において巡方石帯が 1点出土しているのみであり 、 今回はそれに
継 ぐ2例目となる。 特殊な遺物であるにもかかわらず、 当 遺跡周 辺での関 連遺構は現在のとこ ろ 確認で
きていない。 今 回 は偶然にも表土中から採集することができたが、 表土採集であるだ けに他地域からの
持 ち 込まれた可能性も十分に考えられる。 今後の成果 に期待する。

［註】

I . 「安 武 地 区 遺 跡 群 田 久留 米市文化財調査報告苫第60集 久留米市教育委貝 会 (1989) 

2. 「筑後 西 部 地 区 遺 跡 群 UJ 筑後市文化財調査報告許第29集 筑後市教育委貝 会 (2000) 

3. 「筑後西部第2地 区 遺 跡 群叫 筑後市文化財調在報告行第27集 筑後市教育委貝 会 (2000) 

4. 「若菜森坊遺跡」 は筑後市 中 央 部 、 現在 の サ ザ ン ク ス 筑後 に 位骰 し 、 志西 田 遺跡か ら は北方へ約2.8km の 地 点 に あ た り 、

巡方石帯 は 平成 I I 年度筑後市文化財資料展 で展示 さ れ た 。
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標高8 . 40m 標高8 . 40m

•
 ゜ 10m 

(S= 1/30) 

F i g . 45 志西田遺跡略測図 ( l /300) 、 遺構全体実測 固 ( l /300) 、 落 と し 穴状遺構実測 図 ( l /30) 
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( 1 ) は じ め に
今回

9 . 厖 島 下fIJ「裏遺跡

あ っ t
の 調資 で は

こ 。 当 ff) は
、 水路部分の ‘

げて 実施 し t 、 志地 区
つ ち 迫遺 構 の 確認 さ れ

居 島 下
（第 ］

町裏遺跡
次調査）

（第 1 次調奇）

徳ヵ‘担当 し
こ 。 現地 て

の 調査終 了後 に 調査 を
た 部分 を 調査 し t

た が、 奥村 ‘‘
の 調査 は 平成 1 0年 1 月 実施 す る 予 .: 0 調登区1 6 日 か 定 であ っ た が の 規模は炉太郎の 協ヵ を 得 tこ。 ら 平成 1 0年 1 月 、 事業者桐l の 都

合
田3m延長27m で

(2)遺構
道路1犬遺構 ．

輝1犬遺構 i弊1大遺構 · 土坑 を 検出 し tこ。 以 下、 遺構の種類HU I濯告 す る 。

30 日 ま で お こ な っ t
で急遠繰 り 上

.: 0 調査 は永 見 秀
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尾島下町裏遺跡（第1 次調査）
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Fig .47 尾島下町裏遺跡第 1 次調査 略 図 ・ 全体図 ( 1 /1 50)
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尾 島下町裏遺跡 （ 第 1 次調査）

＼ ｀ 

／口〗＼゜

H = 9 . 800m 

- 、--
2--"- < ―――c; ,� 

- - - - - - - - - - ニ- ' -ヘ ペ ' � - / 心三c?_ _ A _ _ _ _ - -

し_L_ノ

A : ,\\茶色ポMH.
B :  II訊茶色IM'l.L (砂粒ー (·含む）

- 9 賠 '.1.\茶色11,17 I I黒色粕 （含む）
-]Q II (序/;1'1: 6 と /,;] じ照色粒(-含む）

\' - I I II (序litll O と 同 し 、 I天も粒—f含む）
\'l- 12 賠茶色1/;fl I. (JOよ り 1/itl:強い）

-]3 II (地JIJA此入）
\'II- I! 賠間茶色粘fl I. ( 飯茶色粒 （含む）

- ]a II (/火茶色粒 （含む）

I - I 児茶包I消 L (i/;t1別い 東iltll iこ�t茶色粒 （-を 多 く 含む）
II - 2 11 (黄茶色 t-.及びか、茶色 t-.混人）
lit - 3 II (f/;t, 凋い。 照色粒 (含む）
1\1- 4 II (赤茶色町含む）

- j II ( )  - 4 よ り 見味がかっ て い る。 茶色約 (含む）
- 6  淡黒茶色!/;fl I. ( I  - 5 よ り やや粘性あ り 。 開色粒 （ 含む）
- 7 '.l関連ii消 1. (粘性弱い 児色杓—f含む）
- 8 II ( 6 と粘性I,]じ ）

1 SD01 ・ 1 SF05 実 測 図 ( 1 /40)  Fig.48 
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尾島下町裏遺跡（第1 次調査）

-� 

(ff) 

H = 9 . 700m 一
2 m  

H = 9 . 700m 

A 2〖ロニz:-
l 暗無茶色粘質土 （粘性弱い。 黄茶色粒子少 し 含む）
2 II (粘性強い）
A : 黄茶色粘質 L

認められる。 土層 図を観察すると、 II 層 が1SF05の道路
側溝の埋土にあたるのであるが、 その上の I 層 は、 側溝
が完全埋没した後で、 路盤がさらに埋没した際の覆土と
理解できるようである。 西側の部分は路盤面が地山とな
っているため、 埋没が見られない状況が観察される。 し
たがって、 l SDO l の直 上の部分のみが沈 下している。 こ
れは、 地 山の部分に比べて溝の埋土が柔らかいために、
路盤強度に不均衡が生 じ たものと理解してよい。

出土遺物は、 土師器（椀 • 片） ・陶磁器（染め付 け椀）
があるが、 遺物の報告では、 裁割り時の遺物の報告の都
合もあり、 l SDO l の I 層 と II 層 で報告している。

出土遺物からみて、 道路は近世後半には廃絶してその
使 命を終えており、 下層 遺構の出土遺物からは中世前半
には遡り得ないと思われる。

溝状遺構
1 SD01 (Fig.48、Pla3 1 )

1SF05の下層 遺構となる大溝で、 主軸の方位もほ ぼ一

致する。 上層 の1SF05の埋土を除いて、 埋没過程は大き
く 5 段階に分けられる。 その区分に応 じ て層 序に従って

掘り下げを行った。 VI 層 までの埋没が終わった段階でも、
相当 の流量があったか、 または溝浚えが行われたようで、
V 層 は最深部が地山まで達している。 それよりも上位は
レンズ状堆積である。 掘削した当 初は逆台形の断面形状
を呈していたものが、 埋没にしたがってレンズ状断面に
変化する様子が観察できる。

出土遺物は、 土師器（杯 • 皿 · 椀 · 片） ・瓦器（椀 •
盤） ． 磁器（碗 • 竜泉窯系青磁碗 I - 5 · 花瓶） ・陶器

（碗 • 鉢） • 黒 曜石（剥 片） がある。

1 SD02 (Fig.49、Pla37)

Fig .49 1 S002·1 S003 実 測 図 (1/40) 
調査区の中央附近に位置する。 1SD03に切られている。

幅0.2m深さO. l mで、 僅かに屈 曲する。 出土遺物は、 土師
器（片） ・緑泥片岩がある。

出土した遺物を観察すると、 III 層 と W 層 の間 で時期差が見いだせない。 VI 層 からも土師皿が出土して
いるが、 小片のため時期比定の資料になり得ない。 埋没完了 の時期は中世の後半期として大過なか ろ う
が、 確証を欠 く ため判然としない。

1 SD03 (Fig.49、Pla37)
調査区の中央 附 近にあり、 2S D 0 2を 切 っ 幅 0.6m深さ0.2mで、 東縁 には径0.4m程の 小 土 坑 が

連続して穿たれている。 出土遺物は土師器（片） がある。

土坑群 (Pla37 · 38)
調査区の中央附近から西寄りにかけて、 土坑群が検出された。 不整形な土坑が密集するが、 連続土坑

になるかも知れない。 残存する深さは、 いずれも約O. lmほどである。 出土遺物は皆無であった。

(3) 出 土遺物
出土遺物は全体に少量であって、 一 定量の出土を見 込 ん だ1SDO I も同様の傾向であった。 以 下、 遺構

別に報告する。 なお、 遺物 個々の報告は遺物 観察表を主体としているため、 詳細についてはそ ち らを参
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尾島下町裏遺跡（第1 次調査）

照されたい。

＼三�:- .? - �5 

��: fl =� ―厄―
［
い

,' / 6 

0 5 

ヽ 、 �こ:,-

10cm 

、 �ニー > I ↓ ' ' ' I  

ヽ · -=-二三

、

、,.J 9 · . � 三］。
Fig.SO 1 SD01 出 土遺物 実 測 図 (1/3) 

1 SD01 出土遺物 (Fig.50、Pla33) /工こし裁割り時の出土遺物 と 、 層 序に従い分層 して掘り下げた際に出土したものに分け
られる。 裁割り時には、 上層 の1SF05も同時に掘削しているため、 遺物は混 じ って
しまっている。 また、 I 層 は1SF05の覆土 と なるので注意されたい。

0 5 cm 
I I I I I ,  J 

1 1  

1 � 3は瓦器椀の底部である。 5は不明土製 品 である。 下部は非常に薄 く なってい Fig.51 周 迂l表：
る。 6は土師器の土鍋である。 9は土師器の椀で、 口 縁端部まで均 一の厚 みを持って オ采遺物 実 測 図
いる。

( 1 /3 )  

周辺表採遺物 (Fig.51 、Pla33)
11は須恵器の脚 台である。 よ く 焼き締っている。

(4)小結
今 回 の調査では、 思 い が け ず道路状遺構を検出した。 しかも大溝の上層 遺構であったため、 大溝埋

土 ・ 道路側溝埋土 ・ 道路廃絶後の埋没覆土の関係を現地で理解するこ と が必要であった。 平面分層 で状
況理解に努めたが、 平面での理解は困 難な状況であった。 そこで、 やむを得ず調査区 際を 2 ケ 所裁割っ
て土層 断面を確認するこ と と した。

土層 断面の観察を行う と 、 ①大溝の ほ ぼ直 上に道路状遺構が乗っているこ と ②大溝の西側にある溝状

Nn 遺構番号 府
位

種別 器種 日(cm径) 門 巴 残 存 ロ 緑部 体外面 体内面 内底面 外底面 色 調 胎土 焼成 ロ 縁部 備 考 R-No 形 状

1 1 SD 01 瓦器 椀 6 . 5  底部1/8 横 ナ デ ナ デ ナ デ 横 ナ デ 淡黒灰色 密 やや良 4 

2 1 SD 01 瓦器 椀 6 . 0  底部1/8 横 ナ デ ナ デ ナ デ 横 ナ デ 淡 白 灰 色 密 やや良 3 

3 1 SD 01  瓦器 椀 6 . 8  底部1/4 横 ナ デ ナ デ ナ テ· 横 ナ デ 淡灰茶色 密 やや良 2 

4 1 SD 01  土 師 椀 7 0 底部1/4 横 ナ デ ナ デ ナ デ 横 ナ デ 淡茶 白 色 密 良 1 

5 1 SD 01  I 土師 不明 紙 Jヤ ナ デ ナ デ 淡茶 白 色 密 良 2 ？ 

6 1 SD 01  l 土師 土鍋 口 緑細 Iヤ 横 ナ デ ナ デ ナ デ 明橙茶色 密 良 好 玉緑状 1 

7 1 SD 01 l 染付 碗 ロ 緑細 ）ヤ 施釉 施釉 施釉 紫地 明 灰
青
白

色
色

釉薬 淡緑 密 良 好 外
き

面
す

に
る

編 目 文 を 手描 3 

8 1 SD 01 lII 土師 椀 6 4 底部1/4 横 ナ デ ナ デ ナ デ 横 ナ テ’
淡茶灰色 密 良 1 

9 I SD 01  IV  土師 椀 ロ 緑細 片 横 ナ デ ナ デ ナ デ 淡黄茶色 密 良 2 

10 1 SD 01 IV 土師 椀 7 . 0  底部1/4 横 ナ デ ナ デ ナ デ ナ デ 淡灰茶色 密 良 1 

1 1 周 辺 表採 須 恵 脚 台 8 4 底部1/4 横 ナ デ 横 ナ デ 横 ナ デ ナ デ 明青灰 色 密 良 1 ？ 

Tab.10 尾 島 下町裏遺跡 出 土遺物観察表
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尾島下町裏遺跡（第1 次調査）

遺構とあわせて両側側溝を持つ道路構造となること③道路廃絶後にさらに覆土が被り路盤が埋没してい
ること、 の 3 点が理解できた。 そこで調査区の中央部分に太 く 残したベ ル ト 状の部分を層 序に従って分
層 掘削した。

まず路盤の覆土を取り除き、 さらに側溝部分を完掘した。 側溝は埋土が単 一土層 であるから、 短期間
で急速に埋没したか、 道路廃絶の直 前まで管理が充分になされていたものを廃絶時に一度期に埋めた可
能性が高かろ う。 加えて、 路盤の一部に硬化面が認められたことは、 道路として認知してよい情報を提
示していると思われる。

また、 当 遺跡のす ぐ東側は近世の在郷町の尾島町として著名である。 町囲の西側に隣接するように今
回 の調査区は設定された訳であるが、 道路の方位 (N-16 ゜ — W) は町囲の方位 (N - 10° - W) に近
いもののやや西に振っている。 したがって、 近世の道路の規格には合致しない。 出土遺物からみてもそ
れ以前の時期に比定する方が適切と思われる。 また、 古代の官道西海道は当 遺跡の200m ほ ど東を走るこ
とが近年の調査（註 1 ) で確認さており、 この 2 者の間を繋 ぐ時期の道路上遺構として注目される。 ま
た、 道路幅員は3m程で西海道の7m前後と比すれば見劣りするものの、 市内で確認された他の道路（註
2 ) と比べて大き く 見劣りするものではない。 さらに両側側溝を持つことから地域の主要な道路と位置
付 けることも可能である。

いずれにせよ、 幅 3 mの調査であるため、 この道路が何処と何処を結 ぶ道路であるかなどは全 く 不 明
である。 今後も予期しない場所で道路上遺構の発見がなされることと思うが、 資料が一 定の集積をみ れ
ば筑後市内の道路環境の復元 が試みられるようになろ う。

註 l 筑後市文化財調査報告書第36集 「筑後東部地区遺跡群 VI 」 筑後市教育委員会 200 1 

筑後市文化財調査報告書第45集 「筑後市内遺跡群 IVJ 筑後市教育委員会 200 1 

筑後市文化財調査報告書第49集 「羽犬塚 山 ノ 前遺跡 J 筑後市教育委員会 2002 

註 2 筑後市文化財調査報告書第 9 集 「榎崎遺跡 」 筑後市教育委員会 1 993 

筑後市文化財調査報告書第4 1集 「久富綿打遺跡 」 筑後市教育委員会 2002 

筑後市文化財調査報告書第49集 「羽犬塚 山 ノ 前遺跡 J 筑後市教育委員会 2003 
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尾 島前 田遺跡 （第1次調査）

1 0 . 尾 島前 田 遺跡 （ 第 1 次調査）

( 1 ) は じ め に
今回の調査では、水路部分のう ち 遺構の確認さ れた部 分を調査した。調査区の規模は 幅3m延長27mで

あった。当 初は水路の計画がなかった箇 所であるが、排水計画の変 更によって水路が 新 設される箇 所の
う ち 埋蔵文化財が認められた部分に ついて発掘調査を実施した。現地での調査は平成10年3 月 16 日 から平
成10年3 月 30 日 まで おこなった。調査は永見秀徳が 担 当したが、末吉隆弥の協 力を得た。

(2)遺溝
幅2mという非常に細長い調査区の設定を余儀無 く さ れた上に、調査区の中程で鋭 角 に 屈 曲するとい

う形状となった。しか も 内側には 民 家がある 関 係上調査区の両側では 見 通しが 全 く 利かない状態となっ
た。、このことは発掘調査現場での安全管理面でも 好ましい状態ではな く 、以後は何らかの対策が 必 要で
あると痛感した。

Fig .52 尾 島 前 田 遺跡 （第 1 次調査） 調査区位置図 ( 1 /2 ,500)
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尾島前田遺跡（第1 次調査）

Fig.53 尾 島 前 田 遺跡調査 区全体図(1 /200) 

-52-



第III章 ま とめ

今 回 の 報告 で 、 西 部 第 2 地 区 遺 跡 群 の 報告書 は 7 冊 目 と な る 。 常 用 地 区 と 水 田 地 区 で の 報告 を 残 す の
み と な っ た 。 志 地 区 と 尾 島 地 区 は 今 回 で報告が完了 し た こ と に な る 。 水路敷 を 対象 と し た 細 長 い 調 査 区
の 設定 を 余儀無 く さ れ た た め 、 面 的 な 古環境 の 復 元 に は 程遠 い 。 し か し 、 こ れ ま で は 北側 の 裏 山 遺 跡 や
近 世 の 尾 島 町 ぐ ら い し か埋蔵文化財 の 所在 が明 ら か で な か っ た 当 地域 に お い て 、 発掘 調 査 を 行 っ た こ と
自 体が非常 に 重 要 な 意味 を も つ 。

一 連 の 調 査 で 、 縄文時代早期 の 石組 み 炉 な ど も み つ か り 、 こ の 地域 に 早 い 段 階 か ら 人 間 の 足跡 を 認 め
る こ と が で き た 。 そ れ と 同 時 に 、 こ の 地域 の 歴 史 の 解 明 が市域 の 歴 史 の 解 明 に と っ て 重 要 な 意味 を 持 つ

こ と も 明 か と な っ た 。 今後 の 発掘 調 査 の 進 展次 第 で は あ る が 、 こ の 地域か ら 得 ら れ る 新知 見 に 期 待 し た
し ‘

゜

翠調査風景 （常用 ニ ラ バ遺跡第 1 次調査）
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P L A T E 

凡 例

遺物 の 写真右下 の 番号 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

1 0-08 

Fig . 番号 遺物番号



常用 ニ ラ バ遺跡 （ 第 1 次調査）

P la . 1 

常用 ニ ラ バ遺跡第 1 次調査 西調査区全景 （ 西 か ら ）

中 央調査区全景 （ 東 か ら ）



常用ニラバ遺跡（第1 次調査）

Pla .2  

（東か ら ）



l SKO l 完掘 （北東か ら ）

常用ニラバ遺跡（第1 次調査）

Pla .3  
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常用 ニ ラ バ遺跡 （ 第 1 次調査）

P la.5 



常用ニラバ遺跡（第 1 次調査）

Pla .6  
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1 SX 1 0 · 1 SX25 · 1 SX30 完掘 （ 南 西 か ら ）

. ··, 

ヽ ヽ ·

1 SX 1 5  · 1 SX20 完掘 （ 南 西 か ら ）



1 SX35 

常用ニラバ遺跡（第1 次調査）

Pla.7 



常用ニラバ遺跡（第 1 次調査）

Pla .8  

13- 1 

14-2 

14-3 

言鼠 15-9 

常用 ニ ラ バ遺 跡 第 1 次調査 出 土遺物①

15-6 



16- 1 1  

16- 12  

常用ニラバ遺跡（第1 次調査）

Pla .9  

常 用 ニ ラ バ遺跡第 1 次調査出 土遺物②
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1 SD20 1 完掘 （ 北 か ら ）

常用相割遺跡 （ 第 1 次調査）

Pla . 1 1 



常 用 野 々 下遺跡 （ 第 1 次調査）

P l a . 1 2 

常用 野 々 下遺跡 第 1 次調査 調査区全景 （東か ら ）



l SD l O l 完掘 （ 北 か ら ）

常用野々下遺跡（第 1 次調査）

Pla . 1 3 



志野添遺跡（第1 次調査）

Pla . 1 4  

志野添遺跡

第 1 次調査

調査区全景

（東か ら ）

西調査区

西半部分

（ 上 が北）
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志野添遺跡（第1 次調査）

Pla .16 

1 SD02 完掘

（ 上 が北）

|二
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志野添遺跡（第1 次調査）

Pla . 1 8  
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1 SK05 完掘 （北東か ら ）
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1 SK05 完掘 （北西か ら ）
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志野添遺跡（第1 次調査）

Pla . 1 9  
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l SK l O 完掘 （ 北 か ら ）



志野添遺跡（第1次調査）

Pla.20 

26-2 

償8

26-4 26-6 

志野添遺跡 第 1 次調査出 土遺物



志上婦計遺跡（第1 次調査）

Pla .2 1 

志上婦計遺跡
第 1 次調査
調 査 区 全景
（上が北）

滋 志上婦計遺跡
第 1 次調査

直 調査区全景
'7.!'ll (北東か ら ）



志上婦計遺跡（第1 次調査）

Pla .22 



志上婦計遺跡 （第1 次調査）

P la .23 

30- 1 

30-2 30-6 

30-10  

ー 3 1- 1 1  

志上婦計遺 跡 第 1 次調査 出 土遺物



志上婦計遺跡（第 2 次調査）

Pla .24 

— 志上婦計遺跡

第 2 次調査

調 査 区 全景 （ 上 が北）

志上婦計遺跡

第 2 次調査

調 査 区 全景 （ 北 か ら ）



2SD0 1 土層 断面 （北西か ら ）

2SD0 1 完掘 （北西か ら ）

志上婦計遺跡（第2 次調査）

Pla .25 



志上婦計遺跡（第 2 次調査）

Pla .26 



2SD04 完掘 （ 北 か ら ）

ビ
36-1  

志上婦計遺跡 第 2 次調査 出 土遺物

心、上婦計遺跡（第 2 次調査）

Pla .27 

36-2 



志薮 ノ 内遺跡 （ 第 1 次調査）

P la .28 

志薮 内遺跡第 1 次調査 調査区全景 （東か ら ）



志 薮 内 遺 跡 第 1 次調査 出 土遺物

志薮ノ内遺跡（第1 次調査）

Pla .29 



志西 田 遺跡 （ 第 1 次調査）

Pla .30 

志西 田 遺跡
桑：i 調査区遠景 （東 か ら ）·-" 

志西 田 遺跡
調 査 区 遠景 （西 か ら ）

- -_J 



志西田遺跡 （第1次調査）

Pla .31 

志西 田 遺跡
調 査 区 遠景 （南 か ら ）

志西 田 遺跡

1 SD20 (� ヒ か ら ）



志西 田 遺跡 （ 第 1 次調査）

P l a . 32 
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43-2 

43- 1  

43-5 
43-6 

43-8 

43- 12  

志西 田 遺跡 第 1 次調 査 出 土遺物①

志西 田 遺跡 （第 1 次調査）

P la .33 

43-3 

43-10  



志西 田 遺跡 （第 1 次調査）

P la .34 

43- 13 

44- 16  

▲
 

44- 18  

44- 19 

44-20 

44- 17 

44-21  

志西 田 遺跡 第 1 次調 査 出 土遺物②

43- 15 



尾島下町裏遺跡 （第1 次調査）

Pla .35 

尾 島 下 町裏遺跡 第 1 次調査 調査区全景 （ 西 か ら ）



尾島下町裏遺跡（第 1 次調査）

Pla .36 
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l SDO l 土層 断面 （ 北 か ら ）

1 SD0 1 完掘 （ 北 か ら ）

・，饗．・
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1 SD02 · 2SD03 完掘 （ 北 か ら ）

東側 土坑群 （ 北 か ら ）

尾島下町裏遺跡（第1 次調査）

Pla .37 



尾島下町裏遺跡（第1 次調査）

Pla .38 

起�--
西側 土坑群 （ 北 か ら ）

50- 1 

50-2 

50-6 

50-8 

50-9 

50- 1 1  

尾 島 下 町裏遺跡 第 1 次調査出 土遺物

50-5 

50-7 

50- 10  



尾 島 前 田 遺跡 （ 第 1 次調査）

Pla .39 
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尾 島前 田 遺跡 （ 第 1 次調査） 調査区全景 （北西か ら ）

尾 島前 田 遺跡 （ 第 1 次調査） 調査区全景 （ 西 か ら ）
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